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トリコデルマ菌における酵素生産性の向上を目指した誘導物質の探索
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セルラーゼ（Cel7）活性

G2; セロビオース Xyl; キシロース Man; マンノース Fuc; フコース Ara; アラビノース GlcA; グルクロン酸 Gal; ガラクトース Mal; マルトース

全ての培地に1.0%グルコースを含み，セロビオース濃度は0.2%，0.5%，1.0%の3段階とした。また，その他の可溶性基質濃度はそれぞれ0.2%とした。
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